SS.S.: p.(75) =-564- 補間 (18.7.2015) 


可能 性 と し て は 

印 欧 祖 語 『 段 階 で 連続 する また は 合成 され た ( 履 階 科 の ) *Xez7 + の e。 例え ば 
* ル e7 の g/c」- (お そら く * ん e7 の z の /e/」- ) 前 3 NN 4) 子音 連続 回 避 の た め , * 忌 ec 放 - 
(* 忌 egzge ヵ -) と いう 異形 が 生じ , これ か ら * 妃 e の 7 が 抽出 され た , と いう 想定 が や は りあ ろう 。 た 
だ し , イン ド ・ イ ラン 語 派 に 見 られ る *g7ez7*g77 の 語頭 子音 の 起源 は 未 解明 の まま 残る 。 


訂正: 
sgd272-, cre6 の 語義 と 語形 に つい て (75) 
* ル 7 ' クン ラテン 語 (中 性 ) cor, cozg- な , 古 教会 スラ ヴ 語 (中 性 ) 
sy ちの -pce, ギリ シャ 語 (女性 ) zz2g. イオ ニア ん g7 あ , 
ii グイ ト 語 (中 性 ) gz2G)- 
* ん 67g- > ギリ シャ 語 7 (中 性 ) , リト アニ ア 語 ( 二 次 的 に 女性 ) 
sg の -jy、 ヒッ タイ ト 語 (中 性 ) 妨 (⑰) 
| *erg-7 (Lok.) > ギリ シャ 語 Dat. gz-。 アル メニ ア 語 sz7 (Nom.) 
| 語頭 の 子音 を 異 に し て (中 性 ) : ' 
| 時 : 科 47 ーッ クコ ンド グー リヤ 語 (7 の 7-) 
| *geygiEoD > 天 イ ンド アー リヤ 語 ヵ 7ee の ダグ 4 放 。 
| ye な 、 > 吉 イ ンド アー リヤ 語 7。 Af 古 ア ヴェ スタ 語 


| ii 1 ー zz の 新 ア ヴェ スタ 語 zz "92zo- ゲル マン 語 派 : 英語 時 
ー| "ee ー ン ドイ ツ 語 万 zzz な ど | 
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RY のか いる 7KYRPYS2RYf erOASTe0en を oniC か rm ウィ ems ちな rSep 


5.5. これ ら を 総合 する と , 印 欧 祖 語 に お いて , 「 心 臓 」 を 意味 する 語 に ①*g'e7- 
7 ②*kezg-/" の - の 中 性 名 詞 2 語形 が 復元 され る 。 さ ら に , アッ プラ ウ 
ト (Vollstufe の 実現 位置 ) を 異 に する ③* 忌 eZ- が 想定 され る こと に な る 。 そ 
の 際 , から, 拡大 形 な いし は 派生 形 を 用 いて 「 心 臓 」 を 意味 する 語 が 作ら れ 
て いる こと (ギリ シャ 語 *- 放 ケル ト 語 派 *『- 誠 2-: 「.… を も つ , に 由来 する , 
属す る 」 ?) を 重視 する な ら ば , “Zrg-/* み - の 背景 に , 「 心 臓 」 と 深く 関係 す 
る が 「 心 臓 」 そ の も の と は 異な る 語 葉 が あっ た 可能 性 が 考え られ る 。 そ こ に 
③*eg が , も と も と 心臓 に 依拠 する 何ら か の 精神 機能 (一 1.4.) を 調 う 語 で 
あっ た 可能 性 が 浮上 する 。 す な わ ち , 「 信 念 , 確信 , 信 」 の よう な 働き が 考え 
られ る 。 ' 

この よう に 仮定 する と , ②*eg-/7 な gd-「 心 臓 」 は ①*g7272./"s7 の - を , Vollstufe 
の 母音 位置 は その まま 受け 継ぎ な が ら , 語頭 の 子音 を ③* な eg- に 合わ せ て 変 
えた も の と 説明 で きる 。 

アヴェ スタ 語 z7gz-g- に は , 逆 方 向 の 平均 化 が お こり , 古 イ ンド アー リヤ 語 
の 47 十 gz2 か ら 想定 され る イン ドイ ラン 共通 祖語 *e7-9'e- か ら , 語頭 の 
0 者 あ *zz- 「 心 臓 」( つ 古 ア ヴェ スタ 語 zzr 字 な ど な ど ) 
< よっ て 変え た も の と 説明 で きる 。“ 
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